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『「First Contact Team」 〜 自由に、立ち寄れる相談の場 〜』 

 

2022年 7月16日午前 早稲田大学オープンカレッジ夏講座『がんと生きる哲学』

に赴いた。 テキスト：『がん細胞から学んだ生き方 「ほっとけ 気にするな」

のがん哲学』（へるす出版）を音読しながら進めた。 受講者との大変、充実し

た貴重な時が与えられた。 午後は、『お茶の水メディカルカフェ』に向かった

(画像 1)。 『お茶の水メディカルカフェ』は、今年は、10 周年である。 継続

の大切さを痛感する日々である。 今回は、『First Contact Team;ファースト コ

ンタクト チーム』の存在意義と日本初の開設の話で大いに盛り上がった。 

 

想えば、2014 年 3 月に、筆者は、『がん哲学カフェ in UK & 緩和ケアの祖を訪

ねる旅』（毎日新聞夕刊 3 月 24 日付け 「がん哲学外来」海を越えて）で、イ

ギリスを訪問した。 3 月 24 日は、緩和ケアの発祥である St. Joseph’s hospice

の見学・セミナーに出席した。 特に「患者視点のチーム医療」の在り方である

「First Contact Team」、「Volunteering」のコンセプト＆内容には、大いな

る感動を覚えたものである。 3 月 25 日は、日本国大使館を wife と訪問し、大

使と医務官と面談した。 その後、Charing Cross Hospital の敷地内にある

Maggie’s Centre を訪問した。「自由に、ふらーと立ち寄れる相談の場」の存

在の目的と意義を学んだ。 3 月 26 日は、現代ホスピスの祖と言われる Cicely 

Saunders（シシリー・ソンダース;1918〜2005）が始めた St. Christopher’s 

hospice の見学・セミナーに出席した。 特に「Nursing」、「Social Work & 

Bereavement〈死別〉」について教育の大切さを学んだ。 その後、ロンドン大

学で、Death Café の提唱者のお話を聴き、そして、６〜７名の小テーブルに別

れて対話し、休憩を挟み、筆者は、講演『がん哲学 〜 われ 21 世紀の新渡戸稲

造(1862〜1933)とならん 〜」（Cancer Philosophy 〜I want to become the 

Nitobe Inazo of the 21 century〜」）』の機会が与えられた(画像 2)。 会場

一杯で、｢がん哲学 ＆ 新渡戸稲造｣の話を熱心に、聴いて下さった。｢がん哲学 

＆ 新渡戸稲造｣は、現代の世界情勢と、混迷感のある時代において、日本国の

存在を語るのに、極めて良いテーマであると、実感する時ともなった。 今年は、

新渡戸稲造生誕 160 周年である。 各地で、講演会、シンポジウム、さらに映画

製作が企画されているようである。 「不思議な人生の不連続の連続性」を実感

する。 
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